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論　説
改正民法における動機錯誤と錯誤のリスク負担

民事訴訟手続の IT 化とその検討課題について

矛盾を露呈し始めた香港の「一国二制度」構想
　― 香港の抗議運動で暴徒化する若者の政治的背景―

欧州における産業遺産の保存と利活用のための法制度

アジア・太平洋戦争と日本国憲法
　― 「立憲主義」と「個人」に着目して

台湾出兵の一考察 ― 副島種臣全権大使の清国派遣を中心として ―

横領罪と背任罪の連関性についての法制史的一考察
　― 改正刑法假案の視座 ―（二）
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